
　　　　　　　　

　　　　　　一般社団法人　地域公益推進機構

　新型コロナウイルス感染症はオミクロン株の現況において「感染症法」上の位置づけが変更となり、令和5年5月8日以降は

　新型インフルエンザ等感染症に該当しないものとして、５類感染症に位置づけられたことが１月２７日に内閣官房より発表

　されました。このまま収束していくことを願うところです。

　まさに、そのコロナ禍にあった令和４年度でしたが、「With コロナ/After コロナ」の対面活動ができたことは大変喜ばしく、

　役員の皆様はじめ多くの方々の熱意とご協力の賜物であり、心より感謝申し上げます。

≪事業の概要≫

（１）障がい児者の自助・自立を応援する『ちゃれんじど料理教室２０２２』 （公財）タチバナ財団助成金採択事業

実施日 令和4年 5/28, 6/25, 7/23, 8/6, 9/3, 10/1 　 全6回

場　所 「ティーベリー」　　川越市西小仙波町１－３－１１

参加者 合計　延べ５６人（障がい児者数３２人）

目　的

予　算 ３００，０００円

　決　算 ３１１，９８４円

達成度 ５段階で５

課　題

（２）障がい児者とご家族を応援する『き・ら・め・く・アート プロジェクト』             　（公財）公益推進協会助成金採択事業

実施日 7/15～7/17 作品展

場　 所 小江戸蔵里ギャラリー

参加者 約１５０人

予　算 ５００，０００円

決　算 ６１３，７３５円

達成度 ５段階で５

（３）会議の開催

4月26日 第９回定時社員総会　 9月3日 第３７回理事会

〃 第３６回理事会　 12月9日 第３８回理事会

６０人

１．コロナ禍により、いっそう自宅に籠りがちな障がい児者とご家族が孤立に陥ることを防ぐために、地域に出て活躍でき
る場や情報、ノウハウを提供します。
２．障がい児者のアート活動を支援し、夢や希望をもって生きる力と喜びに繋げて地域共生社会に寄与します。

　　　　　　　　　　　　　　　　             　令和４年度事業報告書

クラッセ川越多目的ホール

　の解決に取組んで参ります。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

約１００人

　令和５年度は当法人設立１０周年となりますので、引続き、地域の皆様と共に歩み、アイデアを出し合い、工夫しながら課題

 令和４年

目　的

コロナ禍で、いっそう自宅に籠りがちな障がい児者の皆さんの孤立化を防ぎ、親子で楽しく調理しながら達成感や
自信をつけてもらうことを目的とします。

５年間５つの団体から助成金を得て実施することができ、新しい参加者も増えています。障がい児者とご家族が積極的
に地域に出かけ、助け合い、励ましあって笑顔になれる取組みとして開催地を増やすことを目指します。

川越市市制１００周年事業として承認され、政策企画課や産業観光部との繋がりができたことは有意義かつ貴
重な経験となりました。今後の事業展開の可能性が大きく拡がったと受けとめています。

課　題

10/12～10/30 作品展

いも膳/呼友館ギャラリー

約２５０人

　なお、令和５年１月から３月までは予定した活動が全て終了したことや当法人内部にもコロナ感染者が出たことで、活動を

　休止しました。

9/8～9/9 作品展 11/6 チャリティーコンサート

カフェベリー（札幌市）


